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Abstract 

Athelges pileus, a bopyrid isopod parasitizing the hermit crab Diogenes edwardsii, was collected off Ehime 

Prefecture, Japan, by beam trawl sampling. Prior to this study, this species was known only from its type 

locality in the Sea of Japan. Therefore, the present specimen represents the second record of A. pileus, as well 

as its first occurrence in the Seto Inland Sea. 
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緒言 

十脚甲殻類に寄生する等脚類の一群であるエ

ビヤドリムシ科 Bopyridaeは、宿主の体表や鰓腔

など多様な部位に寄生する（齋藤 2016）。中でも

ヤドカリノハラヤドリ亜科 Athelginae に属する

種は、ヤドカリ類の腹部に寄生することが知られ

ている（Boyko and Williams 2003; Williams and 

Boyko 2016）。ヤドカリ類の腹部は常に貝殻の内

部に位置するため、外部から寄生の有無を確認す

ることは極めて困難である。寄生状況を正確に把

握するには宿主を貝殻から摘出する必要がある

が、引き抜く際の宿主および寄生体の損傷を避け

るためには、貝殻を物理的に破砕せざるを得ない。

このような調査上の困難さから、本群に関する知

見の蓄積には方法論的制約が伴う。そのため、ヤ

ドカリノハラヤドリAthelges takanoshimensis Ishii, 

1914などの一部の種を除き（長澤 2020）、依然と

して知見は限られている。さらに、地域ごとの分

布記録も十分に蓄積されているとは言えず、各海

域における出現状況の把握が求められている。 

本研究では、愛媛県沖で得られたトゲツノヤド

カリ Diogenes edwardsii (De Haan, 1849)の寄生性

甲殻類の探索を行った。その結果、当該宿主から

エビヤドリムシ類、キノコオハラヤドリ Athelges 

pileus Shinoda & Shimomura in Shinoda et al.（2026)

が確認されたため、本種の瀬戸内海における初記

録として報告する。 
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Fig. 1. Athelges pileus, female (SMBL-V0909, left) 

and male (SMBL-V0910, right), dorsal views; a, 

right pereopod 5; b, right pereopod 6; c, peduncle 

of right pleopod 1; d, right pleopod 1; e, pleotelson. 

Scale bar = 1.0 mm. 

材料および方法 

2026年 1月 19–23日にかけて、広島大学生物

生産学部附属練習船「豊潮丸」により広島県お

よ び 愛 媛 県 の 県 境 付 近 （ 34°06'31.5"N, 

132°43'55.4"E–34°07'04.5"N, 132°43'50.5"E）で寄

生性甲殻類標本の確保を主目的としたビーム

トロール調査を実施した。船上での採集物処理

中にヤドカリ類の宿貝をハンマーにより破砕

した。そのうちトゲツノヤドカリについて寄生

性甲殻類が発見された場合それを採集し 99.5 %

エタノール下で保存した。船上作業中の処理で

あり、トゲツノヤドカリの個体数は記録してい

ない。保存した標本を京都大学フィールド科学

教育研究センター瀬戸臨海実験所（SMBL）に

輸送し保管した。また、デジタルノギスを用い

て宿主のシールド長（shield length: SL）および

寄生性甲殻類の体長（body length: BL）を 0.1 mm

単位で計測した。寄生性甲殻類の形態学的名称

は主に長澤（2020）を参照した。 

 

結果および考察 

検討標本 

SMBL-V0909、雌 1個体（BL 7.3 mm）、SMBL-

V0910、雄 1個体（BL 2.0 mm）、宿主：トゲツ

ノヤドカリ（雌、SL 3.7 mm）、愛媛県松山市沖

（ 34°06'31.5"N, 132°43'55.4"E–34°07'04.5"N 

132°43'50.5"E、水深 43–44 m）、2026年 1月 20

日、篠田晏希採集（Figs. 1, 2）。 

 

種同定 

検討標本の雌個体は、腹部の側板および尾肢

を欠くこと、さらに第 5腹節に腹肢を欠くこと

から、ヤドカリノハラヤドリ属 Athelgesと同定

された（Williams and Boyko 2016）。加えて、第

1 胸脚の長節に突起を持つこと、第 5 胸脚と第

6 胸脚が大きく離れること、腹肢はそれぞれ柄

を持つこと、腹肢は後方部に行くにつれ小さく

なっていくこと、ならびに腹尾節末端部がキノ

コ状の先端を有することなどの形態的特徴を

示した。これらの形質はキノコオハラヤドリ A. 

pileusの標徴と一致する（Shinoda et al. 2026）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中でも、キノコ状の腹尾節末端部は本属に属す

る全ての他種と明確に区別できる本種固有の

形質である。現在までにアジア海域から知られ

ている本属の種は、本種とヤドカリノハラヤド

リ A. takanoshimensis の 2 種のみである（長澤

2020; Shinoda et al. 2026）。Shinoda et al（2026）

によれば、本種は前述の腹尾節末端部の形態に

加え、腹部が後方に伸長すること、頭部前外側

縁に 1対の切れ込みを持つこと、および第 5胸

脚と第 6胸脚の間に大きな隙間がある点で後者

と識別される。検討標本の雌個体においてはこ

のうち頭部前外側縁の切れ込みが確認できな

かったが、キノコ状の腹尾節末端部や腹部の伸

長、胸脚間の隙間といった主要な識別形質を明

瞭に備えているため、キノコオハラヤドリに同

定された。 

検討標本の雄個体については、腹尾節が亜卵

形を呈する点で、同部位末端が鈍く尖るヤドカ
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Fig. 2. Athelges pileus, female (SMBL-V0909), 

right pereopod 1. Arrow indicates the projection on 

the carpus. Scale bar = 0.5 mm. 

リノハラヤドリとは明瞭に区別される（Shinoda 

et al. 2026）。加えて、キノコオハラヤドリと同

定された雌個体に付着していたことから、当該

雄個体についてもキノコオハラヤドリとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

検討標本の雌個体は、トゲツノヤドカリの腹

部に背側を付けて寄生していた。雄個体は、雌

の育房内にいた。 

検討標本の雌個体では、キノコオハラヤドリ

の標徴とされる頭部前縁の 1対の切れ込みが見

られなかった。また原記載では見られなかった

眼点が確認された。これは成長段階による違い

のためと考えられる。 

豊田ら（2025）は、石川県および広島県から

ヤドカリノオジャムシ Parathelges enoshimensis 

Shiino, 1950を報告すると同時に、石川県輪島市

曽々木沖のバイ貝漁で混獲されたトゲツノヤ

ドカリ由来の 2標本（のと海洋ふれあいセンタ

ー甲殻類標本［NMCI-AR.］1042：雌雄 1個体ず

つ；NMCI-AR. 1043：雌 1個体）を、ヤドカリ

ノハラヤドリ属の一種Athelges sp.として報告し

た。これらの標本は後に、のと海洋ふれあいセ

ンターから京都大学フィールド科学教育研究

センター瀬戸臨海実験所へ移管され、NMCI-AR. 

1042の雌は SMBL-V0856、雄は SMBL-V0857、

NMCI-AR. 1043 は SMBL-V0858 として再登録

された。その後、Shinoda et al.（2026）により新

種 A. pileusとして記載され、同標本がタイプ標

本（ホロタイプ：SMBL-V0856；アロタイプ：

SMBL-V0857；パラタイプ：SMBL-V0858）に指

定されるとともに、キノコオハラヤドリの和名

が提唱された。本種の種小名および和名は、キ

ノコの傘のような形状をもつ腹尾節に由来す

る（Shinoda et al. 2026）。 

これまで本種は、タイプ産地である石川県輪

島市曽々木沖のみから知られている（Shinoda et 

al. 2026）。したがって、本報告は本種の 2例目

の発見であると同時に、瀬戸内海における初記

録となる。検討標本が採集された地点は両県の

県境付近に位置するため、行政区分上の記録は

愛媛県となるものの、本種は両県にまたがる周

辺海域に生息していると推察される。 

一般にエビヤドリムシ科の種は、幼生期にプ

ランクトン性の中間宿主に寄生するため（溝口

ら 2002; 長澤 2020）、海流を介した高い分散能

力をもつ。この高い分散能力に加えて、ヤドカ

リノハラヤドリ属の他種が複数のヤドカリ類

を宿主とすることも報告されているため（長澤

2020）、キノコオハラヤドリも特定の宿主に限

定されず、複数種のヤドカリ類を宿主として利

用している可能性が考えられる。既知の宿主で

あるトゲツノヤドカリだけでも、宮城県女川湾

（太平洋）および山形県（日本海）から九州、

東シナ海、韓国、台湾、香港の水深 10–97 mに

分布している（大澤 2022）。したがって、本種

の分散能力と、これら潜在的な宿主の広域な分

布範囲を考慮すると、キノコオハラヤドリもこ

れらの海域から広く発見される可能性が示唆

される。 

本研究ではトゲツノヤドカリの分析個体数
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の記録を欠いたため、寄生率の算出には至らな

かった。タイプ産地における本種の寄生率は

0.57 %と報告されているが（Shinoda et al. 2026）、

エビヤドリムシ類の寄生率は海域や調査時期

によって大きく変動する可能性が高い

（Romero-Rodríguez and Román-Contreras 2013; 

Briggs et al. 2017）。したがって、本種の真の分

布実態や個体群動態を正確に把握するために

は、今後、各海域においてサンプルサイズを明

確にした定量的な調査が重要である。 
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